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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

平成21年12月期は、決算期変更に伴い９カ月の変則決算となったため、平成21年12月期第３四半期決算短信を作成しておりません。従いまして、平成21
年12月期第３四半期および平成22年12月期第３四半期の対前年同四半期増減率の記載を省略しております。なお、前年同期比較の詳細につきましては
［添付資料］２ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報」をご覧下さい。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 20,282 ― 1,066 ― 1,097 ― 487 ―

21年12月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 12.19 ―

21年12月期第3四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 35,313 28,155 79.7 703.93
21年12月期 35,358 27,979 79.1 699.52

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  28,155百万円 21年12月期  27,979百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 5.00 ― 2.50 7.50
22年12月期 ― 5.00 ―

22年12月期 
（予想）

5.00 10.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
前期は決算期変更に伴い、９カ月間の変則決算となっております。このため通期業績予想の対前期増減率は記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,200 ― 1,700 ― 1,700 ― 900 ― 22.50



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、［添付資料］４ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q  40,000,000株 21年12月期  40,000,000株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  2,665株 21年12月期  2,264株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q  39,997,465株 21年12月期3Q  ―株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 
(注)決算期変更に伴い、前連結会計年度は平成 21 年 4月１日～平成 21 年 12 月 31 日の 9 ヵ月変則決算となっております。

以下では業績比較を容易にするため、実質的な前年同期である平成 21 年１月１日～平成 21 年９月 30 日との比較に
ついて記載しております。 

 

増 減  前年同期（参考） 

（自 平成 21 年１月 １日 

  至 平成 21 年９月 30 日) 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成 22 年１月 １日 

  至 平成 22 年９月 30 日） 
金 額 伸率 

 

売 上 高 

営 業 利 益 

経 常 利 益 

四 半 期 純 利 益 

百万円 

21,293 

1,243 

1,249 

528 

百万円 

20,282 

1,066 

1,097 

487 

百万円 

 △1,011 

△176 

△152 

△40 

％ 

△4.7 

△14.2 

△12.2 

△7.7 

当第３四半期連結累計期間の売上高は、管工機材製品の大幅な減少により、202 億 8 千２百万円(前年同期比

4.7％減)となりました。 

利益につきましては、引続き中期経営計画の着実な実行を目標に掲げ、経費削減ならびに効率化を進めまし

たが、稼働率の低下や原材料価格の上昇による影響を吸収することができず、営業利益は 10 億６千６百万円

（同 14.2％減）、四半期純利益は、４億８千７百万円（同 7.7％減）となりました。  

 

事業部門別の業績の状況は次のとおりであります。           （単位:百万円） 
売上高 営業損益 

事業部門 
前年同期 当四半期 増減 前年同期 当四半期 増減 

管 工 機 材 

ラ イ フ サ ポ ー ト 

成 形 材 

環 境 ビ ジ ネ ス 

13,515 

5,538 

2,026 

213 

12,158 

5,634 

2,296 

193 

△1,357 

96 

269 

△20 

829 

567 

△0 

△153 

323 

705 

165 

△127 

△506 

138 

166 

25 

合  計 21,293 20,282 △1,011 1,243 1,066 △176 

(注)新システムの導入に伴い、第 1 四半期連結会計期間より事業部門別業績は従来の販売ルート別から製品群別の管理

に変更しております。なお、前年同期の売上高および営業損益も、これにあわせて組み替えております。 

（管工機材部門） 

管工機材関連製品は建築設備分野に持ち直しの兆しが見えてきましたが、下水道分野は依然として需要の

減少が続きました。この結果、管工機材部門全体の売上高は 121 億５千８百万円（前年同期比 10.0％減）

となりました。営業利益については、稼働率の大幅な低下に加えて原材料価格の上昇によるコスト増加によ

り、３億２千３百万円（同 61.1％減）となりました。 

（ライフサポート部門） 

家庭用日用雑貨品は漬物用品などの荷動きが鈍く減少しましたが、主力の介護・福祉関連製品は概ね堅調

に推移しました。この結果、ライフサポート部門全体の売上高は 56 億３千４百万円（前年同期比 1.7％

増）となりました。営業利益につきましては、経費削減の効果などにより７億５百万円（同 24.4％増）と

なりました。 

（成形材部門） 

エラストマーコンパウンドは、国内各分野ともユーザーの需要が回復してきたこと、および医療分野な

ど新規用途開拓の成果が出はじめたことなどから、売上高は前年同期に比べて大幅に増加しました。特定

需要家向け合成樹脂成形製品はやや増加しました。この結果、成形材部門全体の売上高は 22 億９千６百万

円（前年同期比 13.3％増）、営業利益は１億６千５百万円と前年同期に比べて改善いたしました。（前年同

期は０百万円の営業損失） 

（環境ビジネス部門） 

環境用品は分別ゴミ容器などが増加に転じましたが、その他の分野が減少したことにより、環境ビジネ

ス部門全体の売上高は１億９千３百万円（前年同期比 9.5％減）となりました。営業損益は、１億２千７

百万円の営業損失となりました。（前年同期は１億５千３百万円の営業損失） 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

増 減  前連結会計年度末 

(平成 21 年 12 月 31 日) 

当第３四半期連結 

会計期間末 

(平成 22 年９月 30 日) 
金 額 伸率 

 

総 資 産 

負 債 の 部 

純 資 産 の 部 

百万円 

35,358 

7,378 

27,979 

百万円 

35,313 

7,157 

28,155 

百万円 

△45 

△220 

175 

％ 

△0.1 

△3.0 

0.6 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は 353 億１千３百万円となり、前連結会計年度末に比べて４千 

５百万円減少しました。資産の部は流動資産が６億１百万円増加し、固定資産が６億４千６百万円減少し

ました。流動資産は、受取手形及び売掛金が８億１百万円減少し、現金及び預金(関係会社預け金を含む)

が９億８千２百万円、棚卸資産が３億９千７百万円いずれも増加しております。 

負債の部合計は 71 億５千７百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億２千万円減少しました。 

純資産の部合計は 281 億５千５百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億７千５百万円増加しまし

た。これは利益剰余金の増加によるものであります。 

 

 

 

前年同期（参考） 

（自 平成 21 年１月 １日   

  至 平成 21 年９月 30 日） 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成 22 年１月 １日   

    至 平成 22 年９月 30 日） 

 

営業活動によるキャッシュ･フロー 

投資活動によるキャッシュ･フロー 

財務活動によるキャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物四半期末残高 

百万円 

3,507 

△740 

△318 

10,364 

百万円 

2,152 

△782 

△347 

10,631 
(注) 決算期変更に伴い、前連結会計年度は平成 21 年 4 月１日～平成 21 年 12 月 31 日の 9ヵ月変則決算となっております。

ここでは業績比較を容易にするため、実質的な前年同期である平成 21 年１月１日～平成 21 年９月 30 日との比較につ
いて記載しております。 

 

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は期首に比べて 10 億２千２百万円増

加し、106 億３千１百万円となりました。 

営業活動により得られたキャッシュ・フローは、21 億５千２百万円の収入（前年同期比 13 億５千４百

万円の収入減）となりました。主な収入の要因は税金等調整前四半期純利益９億５千４百万円、減価償却

費 12 億５千２百万円、売上債権の減少８億１百万円などであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出など７億８千２百万円の支出（前年

同期比４千２百万円の支出増）となりました。 

財務活動のために使用したキャッシュ・フローは、配当金の支払額など３億４千７百万円の支出（前年

同期比２千９百万円の支出増）となりました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高、利益ともに計画値を若干下回って推移しました。今後

の当社グループを取り巻く環境は依然として厳しい状況が続くと予想しておりますが、特色のある新製

品の投入や原材料価格上昇分の製品価格への転嫁を進め、当初計画した利益確保のために努力いたしま

す。 

以上を勘案し、現時点では通期業績予想の修正は行っておりません。 

 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

1.当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会

計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。 

2.法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

（特有の会計処理） 
     該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（棚卸資産の評価方法の変更） 

従来、当社は総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下

げの方法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より移動平均法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）に変更いたしました。 

これは、基幹業務に係る新しい情報システムを導入したことにより、従来に比べ、製造・物流部門

を統合したきめ細かい棚卸資産の管理が可能となったため、より適正な在庫評価・期間損益の算出を

行うためであります。 

この変更による損益に与える影響は軽微であります。 
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３. 四半期連結財務諸表 
(１) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,344 1,244 

受取手形及び売掛金 8,394 9,195 

商品及び製品 3,053 2,917 

仕掛品 464 252 

原材料及び貯蔵品 920 871 

関係会社預け金 9,287 8,405 

その他 341 319 

貸倒引当金 △53 △54 

流動資産合計 23,752 23,151 

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,427 4,427 

その他（純額） 5,963 6,362 

有形固定資産合計 10,390 10,789 

無形固定資産 531 585 

投資その他の資産   

投資有価証券 319 407 

その他 346 452 

貸倒引当金 △27 △27 

投資その他の資産合計 639 831 

固定資産合計 11,560 12,207 

資産合計 35,313 35,358 

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,436 4,293 

1年内返済予定の長期借入金 22 22 

未払法人税等 153 194 

賞与引当金 208 129 

その他 1,491 885 

流動負債合計 5,311 5,525 

固定負債   

長期借入金 53 70 

退職給付引当金 189 205 

その他 1,602 1,577 

固定負債合計 1,846 1,853 

負債合計 7,157 7,378 
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（単位：百万円）

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,220 4,220 

資本剰余金 3,542 3,542 

利益剰余金 20,364 20,176 

自己株式 △1 △1 

株主資本合計 28,125 27,938 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 29 40 

評価・換算差額等合計 29 40 

純資産合計 28,155 27,979 

負債純資産合計 35,313 35,358 
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(２) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 20,282 

売上原価 13,538 

売上総利益 6,743 

販売費及び一般管理費 5,676 

営業利益 1,066 

営業外収益  

受取利息 43 

受取配当金 5 

雑収入 58 

営業外収益合計 107 

営業外費用  

支払利息 23 

売上割引 8 

環境整備費 24 

雑損失 21 

営業外費用合計 77 

経常利益 1,097 

特別利益  

投資有価証券売却益 12 

固定資産売却益 1 

ゴルフ会員権売却益 1 

貸倒引当金戻入額 1 

特別利益合計 16 

特別損失  

減損損失 132 

固定資産除売却損 18 

投資有価証券評価損 7 

特別損失合計 159 

税金等調整前四半期純利益 954 

法人税、住民税及び事業税 438 

法人税等調整額 28 

法人税等合計 467 

四半期純利益 487 
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(３) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 954 

減価償却費 1,252 

減損損失 132 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △16 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 

受取利息及び受取配当金 △48 

支払利息 23 

賞与引当金の増減額（△は減少） 78 

製品回収引当金の増減額（△は減少） △2 

固定資産除売却損益（△は益） 17 

投資有価証券評価損益（△は益） 7 

投資有価証券売却損益（△は益） △12 

ゴルフ会員権売却損益（△は益） △1 

売上債権の増減額（△は増加） 801 

たな卸資産の増減額（△は増加） △397 

仕入債務の増減額（△は減少） △856 

その他の資産・負債の増減額 638 

小計 2,572 

利息及び配当金の受取額 48 

利息の支払額 △1 

法人税等の支払額 △467 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,152 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 40 

固定資産の取得による支出 △877 

固定資産の売却による収入 1 

固定資産の除却による支出 △28 

ゴルフ会員権の売却による収入 1 

投資有価証券の取得による支出 △11 

投資有価証券の売却による収入 92 

投資活動によるキャッシュ・フロー △782 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △16 

配当金の支払額 △295 

自己株式の取得による支出 △0 

その他 △35 

財務活動によるキャッシュ・フロー △347 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 
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（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,022 

現金及び現金同等物の期首残高 9,609 

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,631 
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（４）継続企業の前提に関する注記 
 当第３四半期連結累計期間（自 平成 22 年１月１日  至 平成 22 年９月 30 日） 

該当事項はありません。 
 
（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 22 年１月１日  至 平成 22 年９月 30 日） 

 該当事項はありません。 
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